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田
中

亜
美

は
じ
め
に

神
奈
川
県
藤
沢
市
に
属
す
る
江
の
島
は
、
片
瀬
海
岸
と
砂
嘴
で
繋
が
っ
た
陸
繋
島
で
あ
る
。
島
に
は
江
島
神
社
の
辺
津
宮
・
中
津

宮
・
奥
（
沖
）
津
宮
と
、
高
僧
た
ち
が
修
行
し
、
弁
才
天
を
拝
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
岩
屋
（
龍
窟
）
が
あ
る
。
近
世
ま
で
は
、
岩
屋

（
１
）

を
本
宮
と
称
し
、
現
在
の
奥
津
宮
は
そ
の
御
旅
所
で
あ
っ
た
。
中
津
宮
・
辺
津
宮
は
そ
れ
ぞ
れ
上
宮
・
下
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

史
料
に
初
め
て
江
の
島
の
こ
と
が
見
え
る
の
は
『
吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
四
月
五
日
の
記
事
で
、
源
頼
朝
が
藤

原
秀
郷
調
伏
の
た
め
、
文
覚
に
弁
才
天
を
勧
請
さ
せ
た
と
記
す
。
た
だ
し
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
後
期
に
江
の
島
側
の
伝

（
２
）

承
が
取
り
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
供
僧

（
３
）

が
江
島
別
当
を
務
め
て
い
た
が
、
徐
々
に
岩
本
坊
を
は
じ
め
江
島
側
の
諸
坊
が
台
頭
し
て
く
る
。
近
世
初
期
ま
で
に
は
、
岩
屋

（
４
）

（
５
）
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本
宮
と
御
旅
所
を
管
理
す
る
岩
本
坊
、
上
宮
・
下
宮
を
そ
れ
ぞ
れ
預
か
る
上
之
坊
・
下
之
坊
と
い
う
三
坊
体
制
が
確
立
し
た
。

中
で
も
岩
本
坊
は
、
江
の
島
に
お
け
る
支
配
権
を
徐
々
に
強
め
て
い
き
、
総
別
当
と
し
て
上
之
坊
・
下
之
坊
を
末
寺
と
し
た
。

（
６
）

な
お
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）、
岩
本
坊
は
仁
和
寺
の
末
寺
に
加
わ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
岩
本
院
と
称
し
て
い
る
。
近
世
に
は
庶
民

（
７
）

の
旅
行
が
盛
ん
に
な
り
、
江
の
島
は
参
詣
と
物
見
遊
山
の
場
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

神
仏
判
然
令
以
降
、
辺
津
宮
・
中
津
宮
・
奥
津
宮
の
三
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
田
寸
津
比
売
命
・
市
寸
島
比
売
命
・
田
紀
理
比
売

命
の
宗
像
三
神
を
祭
神
と
す
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、
江
の
島
は
弁
才
天
の
霊
地
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
江
島
神
社
も

自
ら
厳
島
・
竹
生
島
と
並
ぶ
日
本
三
大
弁
才
天
の
一
角
を
称
す
る
。

「
江
島
縁
起
」
は
、
江
島
弁
才
天
の
由
緒
を
説
く
も
の
で
、
真
名
本
・
仮
名
本
の
冊
子
や
絵
巻
な
ど
、
様
々
な
形
態
の
テ
キ

ス
ト
が
現
存
す
る
。
縁
起
で
説
か
れ
る
江
の
島
成
立
の
物
語
は
、
能
『
江
野
島
』
な
ど
芸
能
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
広
く
流

布
し
て
い
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
江
島
縁
起
」
を
対
象
と
し
て
、
諸
本
の
紹
介
お
よ
び
、
諸
本
間
の
比
較
に

よ
る
成
立
背
景
の
推
定
、
ま
た
縁
起
に
説
か
れ
る
弁
才
天
信
仰
の
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
「
江
島

縁
起
」
の
冒
頭
で
語
ら
れ
る
弁
才
天
の
悪
龍
教
化
譚
に
注
目
し
、
話
の
構
造
が
観
音
の
毘
那
夜
迦
王
教
化
譚
に
倣
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
８
）

小
稿
で
は
、
「
江
島
縁
起
」
を
対
象
と
す
る
今
後
の
研
究
の
た
め
、
縁
起
の
諸
本
及
び
概
略
と
現
在
ま
で
の
研
究
史
を
確
認
し

た
い
。 論

叢
ア
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の
文
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と
思
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一

「
江
島
縁
起
」
諸
本
と
そ
の
概
略

一
‐
一

「
江
島
縁
起
」
諸
本

ま
ず
、
「
江
島
縁
起
」
諸
本
の
う
ち
主
な
も
の
を
以
下
に
掲
げ
る
。
諸
本
は
真
名
本
（
Ａ
・
Ｂ
）
・
仮
名
本
（
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
）

の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
、
真
名
本
が
先
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
。
近
世
に
版
行
さ
れ
た
略
縁
起
類
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
。
諸
本
に
関
し
て
は
、
近
年
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
詳
細
な
解
説
を
行
っ
た
石
塚
勝
の
解
題
が
あ
る
。
以
下
Ａ
～

（
９
）

Ｇ
の
諸
本
概
略
は
、
主
に
石
塚
の
解
題
に
依
拠
し
適
宜
情
報
を
補
っ
た
。

Ａ
『
相
州
津
村
江
之
島
弁
財
天
縁
起
』

漢
文

一
冊

二
十
八
紙

一
五
・
〇
×
一
一
・
五
㎝

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
金
沢
文
庫
が
購
入
し
た
も
の
で
、
元
亨
三
年(

一
三
二
三)

九
月
十
五
日
写
了
と
の
奥
書
が

あ
る
。
こ
の
書
写
年
代
が
正
し
け
れ
ば
、
現
存
す
る
最
古
の
「
江
島
縁
起
」
写
本
に
あ
た
る
が
、
大
幅
な
落
丁
・
乱
丁
が
あ
る
。

第
一
・
二
紙
に
は
皇
慶
の
伝
を
記
す
が
末
尾
を
欠
き
、
第
三
紙
か
ら
冒
頭
を
欠
い
た
空
海
伝
が
始
ま
る
。
空
海
伝
が
終
わ
る
と

円
仁
伝
・
安
然
伝
と
続
き
、
後
述
す
る
「
安
然
和
尚
記
」
お
よ
び
「
安
然
秘
所
記
」
ま
で
を
記
し
て
縁
起
は
終
わ
る
。
島
の
成

立
と
役
行
者
及
び
泰
澄
の
伝
の
部
分
は
完
全
に
欠
落
す
る
が
、
残
存
す
る
本
文
は
Ｂ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
誤
記
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
と
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
是
沢
恭
三
は
「
写
本
作
成
後
、
数
頁
を
紛
失
し
、
或
は
綴
違

を
し
た
も
の
」
と
推
測
す
る
。
形
態
か
ら
、
称
名
寺
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
石
塚
は
、
書
写
の
時
期
に
は
既
に

（

）

（

）

10

11
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称
名
寺
が
律
宗
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
同
時
期
に
江
の
島
も
律
宗
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
江
島
縁
起
」
の
最
古
写
本
を
伝
え
た
の
が
律
宗
の
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
納
富
常
天
「
江
の
島
に
関
す

る
二
・
三
の
資
料
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
百
九
十
二
号
、
一
九
七
二
・
四
）
、
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）
」
（
藤
沢

市
文
書
館
編
『
歴
史
を
ひ
も
と
く
藤
沢
の
資
料
』
三
（
片
瀬
地
区
）
付
録
、
藤
沢
市
文
書
館
、
二
〇
一
八
・
三
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

Ｂ
『
江
嶋
縁
起
』

漢
文

一
巻

縦
三
二
・
八
㎝

料
紙
二
十
四
枚

江
島
神
社
蔵

真
名
本
縁
起
と
通
称
さ
れ
る
。
奥
書
に
は
、
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
十
一
月
、
旧
本
の
滅
裂
を
嘆
い
た
備
州
宮
内
の
鏡

麗
大
徳
が
南
閩
福
州
路
の
游
子
に
書
写
さ
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
享
禄
四
年(

一
五
三
一)

天
台
宗
の
清
鏡
院
乗
海
が
写
し
た
こ
と
を

記
す
。
た
だ
し
、
以
上
の
記
載
の
後
に
「
云
々
」
と
あ
る
た
め
、
現
存
す
る
の
は
乗
海
に
よ
る
写
本
を
さ
ら
に
転
写
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
服
部
清
道
は
中
世
末
ま
た
は
近
世
初
期
と
推
定
す
る
。
天
保
十
二
年
（
一

（

）
12

八
四
一
）
成
立
の
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
第
百
六
に
は
岩
本
院
の
什
宝
と
し
て
、
こ
の
写
本
お
よ
び
Ｃ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（

）
13

内
容
は
後
に
概
略
を
掲
げ
た
通
り
、
江
の
島
の
出
現
と
弁
才
天
に
よ
る
五
頭
龍
教
化
を
語
っ
た
後
、
役
行
者
・
泰
澄
・
道
智
・

空
海
・
円
仁
・
安
然
の
伝
を
記
し
、
最
後
に
皇
慶
に
よ
る
縁
起
の
撰
述
と
以
後
の
伝
来
を
語
る
。
安
然
伝
の
末
尾
に
は
、
「
安
然

和
尚
記
」
と
し
て
竹
生
島
を
引
き
合
い
に
出
し
江
の
島
を
称
え
る
記
述
と
、
「
安
然
秘
所
記
」
の
引
用
と
い
う
形
で
江
の
島
各
地

の
名
所
・
奇
岩
を
説
明
し
た
も
の
が
置
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。
諸
本
の
中
で
も
、
基
本
的
な
内
容
を
完
備

し
、
目
立
っ
た
錯
簡
や
欠
落
が
な
い
。
服
部
清
道
編
『
藤
沢
市
史
資
料
』
第
二
十
集
（
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
・
二
）、
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『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
六
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
〇
・
三
）、
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）」
に
翻
刻
さ
れ
、『
江

嶋
縁
起
』（
遊
行
寺
宝
物
館
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）
に
は
翻
刻
と
影
印
が
、
今
野
達
「
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
考
」（『
わ
が
住
む
里
』

四
十
一
号
、
一
九
九
〇
・
三
→
『
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
・
三
）
に
翻
刻
と
訓
読
が
あ
る
。

Ｃ
『
江
嶌
五
巻
縁
起
』(

絵
巻)

漢
字
仮
名
交
り
文

五
巻

縦
三
三
・
八
㎝

岩
本
楼
蔵

絵
巻
の
中
で
は
現
存
最
古
の
も
の
で
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
成
立
の
『
新
編
鎌
倉
志
』
巻
六
に
、
岩
本
院
の
宝
物
と
し

（

）
14

て
記
さ
れ
る
「
江
島
縁
起
」
五
巻
は
、
こ
の
絵
巻
と
み
ら
れ
る
。
現
在
は
岩
本
院
の
後
身
で
あ
る
旅
館
岩
本
楼
が
所
蔵
す
る
。

奥
書
は
な
い
が
、
画
風
か
ら
室
町
時
代
後
期
の
成
立
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
漢
文
訓
読
体
で
、
一
読
し
た
と
こ
ろ
、

（

）
15

Ｂ
の
書
き
下
し
を
も
と
に
独
自
の
文
飾
を
多
く
加
え
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
内
容
は
弁
才
天
の
五
頭
龍
教
化
に
始
ま
り
、

役
行
者
伝
・
泰
澄
伝
・
道
智
伝
・
空
海
伝
・
円
仁
伝
・
安
然
伝
と
続
く
。
「
安
然
和
尚
記
」
ま
で
の
構
成
は
Ｂ
と
共
通
す
る
が
、

Ｂ
に
あ
る
「
安
然
秘
所
記
」
は
こ
の
絵
巻
に
は
な
い
。
そ
の
後
の
内
容
は
Ｂ
に
な
い
も
の
で
、
慈
悲
上
人
良
真
が
、
一
千
余
日
の

修
行
を
経
て
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
弁
才
天
を
拝
し
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
宋
に
渡
っ
て
慶
仁
禅
師
に
会
っ
た
と
こ

（

）
16

ろ
、
慶
仁
は
江
の
島
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
良
真
に
、
社
壇
の
北
の
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
蝦
蟇
の
形
を
し
た
石
は
一
切
の
障

碍
神
で
あ
る
か
ら
、
将
軍
を
守
護
す
る
た
め
に
こ
の
石
に
向
け
て
社
を
建
て
よ
と
告
げ
、
地
鎮
の
石
を
授
け
る
。
帰
朝
し
た
良

（

）
17

真
は
慶
仁
の
教
え
に
従
っ
て
社
を
建
て
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
遷
宮
し
た
。
こ
れ
が
下
宮
の
由
来
で
あ
る
と
し
、
縁
起

が
終
わ
る
。
観
世
長
俊
作
の
能
『
江
野
島
』
に
は
Ｃ
か
ら
の
引
用
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
作
成
に
あ
た
り
長
俊
が
Ｃ
を
参
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照
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
藤
沢
市
史
資
料
』
第
二
十
集
、
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）
」
に
翻
刻
が
、
『
鎌
倉

（

）
18

の
絵
巻
Ⅱ
（
室
町
時
代
）
』
（
鎌
倉
国
宝
館
図
録
第
二
十
六
集
）
、
『
特
別
展

江
嶋
縁
起
』
に
は
翻
刻
と
影
印
が
あ
る
。

Ｄ
『
江
嶋
縁
起
』
（
絵
巻
）

漢
字
仮
名
交
じ
り
文

五
巻

縦
三
五
・
五
㎝

江
島
神
社
蔵

詞
書
は
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
Ｃ
で
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
た
語
句
を
含
め
て
大
部
分
が
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
図
様
は
Ｃ

を
踏
襲
す
る
が
、
画
風
は
異
な
り
、
Ｃ
を
写
し
て
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。『
藤
沢
市
史
資
料
』
第
二
十
集
、

『
神
道
大
系
』
神
社
編
十
六
、
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）」
に
翻
刻
が
あ
る
。『
特
別
展

江
嶋
縁
起
』
は
翻
刻
と
影
印

を
掲
載
す
る
。

Ｅ
『
相
州
得
瑞
嶋
上
之
宮
縁
起
』

漢
字
仮
名
交
り
文

一
巻

縦
二
八
・
八
㎝

江
島
神
社
蔵

構
成
は
Ｃ
と
概
ね
同
じ
で
あ
る
が
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
や
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
の
引
用
、
『
太

平
記
』
に
み
え
る
北
条
時
政
の
江
島
参
籠
説
話
を
記
す
こ
と
な
ど
、
Ｃ
に
は
な
い
記
述
も
多
い
。
江
の
島
の
成
立
、
役
行
者
・

泰
澄
・
道
智
・
空
海
・
円
仁
・
安
然
の
来
島
を
語
り
、
そ
の
後
Ｃ
と
同
じ
く
下
宮
創
建
が
語
ら
れ
る
が
、
下
宮
を
建
立
し
た

「
慈
悲
上
人
」
を
良
真
で
な
く
栄
西
と
し
て
い
る
。
『
先
代
旧
事
本
紀
』
か
ら
は
、
大
己
貴
命
が
国
の
要
と
し
て
打
ち
込
ん
だ
五

つ
の
樁
（
杭
）
が
厳
島
・
金
華
山
・
竹
生
島
・
富
士
山
・
江
の
島
で
あ
る
と
い
う
説
を
引
き
、
弁
才
天
と
天
照
大
神
・
冨
主
姫

を
同
体
と
す
る
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
弁
財
天
」
で
初
め
て
公
開
さ
れ
、
そ
の
後
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向
坂
卓
也
「
相
州
得
瑞
嶋
上
之
宮
縁
起
に
つ
い
て
翻
刻
と
紹
介
―
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
百
十
九
号
、
二
〇
〇
七
・
一
〇
）

に
翻
刻
さ
れ
た
。
向
坂
に
よ
る
と
、
書
風
や
紙
質
な
ど
か
ら
考
え
て
、
写
本
年
代
は
江
戸
時
代
中
期
を
降
ら
な
い
と
い
う
。
石

塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）
」
に
も
翻
刻
が
あ
る
。

他
に
江
の
島
の
縁
起
を
記
す
中
世
ま
で
の
資
料
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｆ
光
宗
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七
「
弁
財
天
縁
起
」
江
島
縁
起
事

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
は
比
叡
山
の
光
宗
に
よ
っ
て
南
北
朝
期
に
作
ら
れ
た
、
天
台
宗
の
様
々
な
教
説
・
口
伝
を
集
め
た
百
科
事

典
と
い
え
る
書
物
で
あ
る
。
巻
三
十
六
に
「
弁
財
天
法
秘
決
」
、
巻
三
十
七
に
「
弁
財
天
縁
起
」
が
あ
り
、
「
弁
財
天
法
秘
決
」

に
つ
い
て
は
山
本
ひ
ろ
子
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
と
、
引
用
さ
れ
た
弁
才
天
法
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
翻
刻
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（

）
19

巻
三
十
七
「
弁
財
天
縁
起
」
は
二
十
四
箇
条
か
ら
な
り
、
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
・
江
の
島
の
縁
起
、
ま
た
こ
の
四
箇
所
に
箕

面
・
脊
振
山
を
加
え
て
六
所
弁
才
天
と
す
る
こ
と
、
そ
の
他
弁
才
天
に
関
す
る
諸
説
を
記
す
。「
江
島
縁
起
事
」
は
、
大
山
寺
に
あ
る

と
い
う
「
江
島
縁
起
」
を
略
抄
す
る
。
大
山
寺
の
「
江
島
縁
起
」
は
現
存
せ
ず
、
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
記
さ
れ
た
縁
起
に

は
、
皇
慶
に
代
わ
っ
て
最
澄
の
来
島
が
語
ら
れ
る
こ
と
や
、
安
然
を
法
道
和
尚
の
子
と
す
る
こ
と
な
ど
、
他
本
に
は
な
い
内
容
が
見

ら
れ
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
七
十
六
所
収
。
先
掲
し
た
納
富
常
天
「
江
の
島
に
関
す
る
二
・
三
の
資
料
」、
石
塚
勝
「
江
島
縁

起
（
解
題
と
釈
文
）」
に
も
翻
刻
が
あ
る
。
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Ｇ
日
澄
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

日
蓮
の
伝
で
、
詞
書
は
日
澄
（
一
四
四
〇
‐
一
五
一
〇
）
に
よ
る
。
龍
口
で
斬
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
日
蓮
が
、
江
の
島
の

神
の
加
護
で
難
を
逃
れ
る
場
面
に
、
龍
口
刑
場
の
起
源
と
し
て
、
江
の
島
の
成
立
と
泰
澄
の
説
話
と
を
引
く
。
『
続
々
日
本
絵
巻

大
成
』
伝
記
・
縁
起
篇
二
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
・
一
一
）
な
ど
に
影
印
・
翻
刻
が
あ
る
。

一
‐
二

「
江
島
縁
起
」
の
概
略

右
に
掲
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
基
本
的
な
内
容
が
揃
っ
た
Ｂ
に
基
づ
き
、
概
略
を
示
す
。
段
落
番
号
は
、
筆
者
が
私
に
付
し
た
。

１
房
・
蔵
・
模
三
箇
国
の
境
、
鎌
倉
郡
と
海
月
（
久
良
岐
）
郡
の
間
に
深
沢
と
い
う
湖
が
あ
り
、
一
身
五
頭
の
龍
が
棲
ん
で
、
風

（

）

（

）

20

21

水
害
を
起
こ
し
た
り
、
人
に
取
り
つ
い
て
悪
事
を
起
こ
さ
せ
る
な
ど
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
五
頭
龍
は
人
の
子
を
食
い
、
遂
に

人
々
は
生
贄
を
捧
げ
る
よ
う
に
な
る
。
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）、
大
地
が
震
動
し
天
女
が
現
れ
て
、
眷
属
た
ち
と
共
に
海
上

に
島
を
出
現
さ
せ
る
。
天
女
は
弁
才
天
女
の
応
作
、
無
熱
地
龍
王
の
第
三
の
娘
で
あ
る
。
五
頭
龍
は
島
に
降
り
た
天
女
の
姿
を
見

て
求
婚
す
る
も
拒
絶
さ
れ
る
。
そ
こ
で
天
女
の
教
え
に
従
い
、
殺
生
を
止
め
る
こ
と
を
誓
う
と
、
天
女
は
五
頭
龍
を
受
け
入
れ
、

龍
は
南
を
向
い
て
龍
口
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
子
死
方
明
神
と
い
う
。
弁
才
天
は
、
方
便
の
力
で
龍
を
降
伏
さ
せ
衆
生
を
救
う

（

）
22

た
め
に
島
を
作
り
、
天
女
と
し
て
垂
迹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
江
の
島
明
神
と
い
う
。

２
役
優
婆
塞
は
葛
城
山
に
籠
っ
て
修
行
し
、
鬼
神
を
使
役
し
た
が
、
一
言
主
明
神
の
讒
言
に
よ
り
伊
豆
大
島
に
流
さ
れ
る
。
し



- 112 -

「
江
島
縁
起
」
の
諸
本
と
研
究
史

（
田
中
）

か
し
夜
ご
と
密
か
に
富
士
山
に
通
い
、
罪
が
晴
れ
る
こ
と
を
浅
間
大
菩
薩
に
祈
っ
た
。
文
武
天
皇
四
年
、
紫
雲
を
追
っ
て
江

の
島
の
金
窟
に
赴
き
、
発
願
し
て
不
動
明
王
呪
を
七
日
間
誦
す
る
と
、
弁
才
天
が
現
れ
る
。

３
養
老
七
年
（
七
二
三
）
、
泰
澄
は
江
の
島
で
大
乗
経
や
陀
羅
尼
を
読
誦
し
つ
つ
、
毎
日
龍
口
山
に
参
詣
し
て
法
楽
を
行
っ
た
。

す
る
と
龍
口
明
神
が
現
れ
、
泰
澄
の
法
楽
に
よ
っ
て
三
熱
の
苦
し
み
を
逃
れ
、
宿
命
通
を
得
た
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
し
て
、
国

土
に
反
逆
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
首
を
斬
り
、
神
前
に
懸
け
る
よ
う
に
と
言
う
。
そ
の
後
泰
澄
は
江
の
島
で
修
行
を
続
け
、
弁
才
天

の
姿
を
拝
す
る
。

４
天
平
六
年
（
七
三
四
）
、
相
模
国
余
綾
郡
の
道
智
法
師
が
江
の
島
で
『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
い
る
と
、
天
女
が
毎
日
食
物
を

供
え
に
く
る
。
道
智
は
天
女
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
知
り
た
く
な
り
、
藤
の
糸
を
針
に
つ
け
て
天
女
の
裳
裾
に
刺
す
。
糸
を

辿
る
と
江
の
島
の
龍
窟
に
龍
が
い
て
、
そ
の
尾
に
針
が
つ
い
て
い
た
。
龍
は
怒
り
、
波
を
起
こ
し
て
道
智
を
龍
口
山
の
頂
ま

で
流
す
。
そ
し
て
、
以
後
江
の
島
に
は
藤
を
生
や
さ
ず
、
僧
を
住
ま
わ
せ
な
い
と
誓
う
。

５
幼
少
時
よ
り
奇
瑞
を
顕
し
た
空
海
は
僧
と
な
り
、
渡
唐
し
て
密
教
を
日
本
に
伝
え
た
。
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）、
東
海
へ
赴
い
た

空
海
は
、
江
の
島
の
山
頂
に
彩
雲
と
金
龍
が
浮
か
ぶ
の
を
見
て
来
島
す
る
。
金
窟
に
参
籠
し
て
七
日
、
弁
才
天
が
現
れ
る
。「
治
国

撫
民
の
要
術
」
を
求
め
る
空
海
に
弁
才
天
は
、
国
土
に
災
い
が
あ
る
と
き
に
は
江
の
島
が
鳴
動
す
る
こ
と
、
そ
こ
で
「
三
部
の
妙

典
」
を
読
説
す
れ
ば
、
災
い
を
除
き
、
四
天
王
・
天
・
龍
・
鬼
神
等
を
召
し
て
国
土
を
護
る
こ
と
を
告
げ
る
。

６
円
仁
は
最
澄
の
弟
子
と
な
り
、
唐
に
渡
っ
て
密
教
を
学
ぶ
。
最
澄
の
夢
告
に
従
い
、
法
全
か
ら
「
宇
賀
弁
才
」
の
法
を
受
け

る
。
帰
国
後
の
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
東
海
へ
旅
し
、
江
の
島
に
渡
っ
た
円
仁
は
岩
屋
で
修
法
を
行
う
。
す
る
と
弁
才
天
が
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現
れ
、
空
海
に
告
げ
た
の
と
同
様
に
、
国
土
の
守
護
を
告
げ
る
。
円
仁
は
江
の
島
の
東
山
に
社
壇
を
開
き
、
弁
才
天
は
西
山
の
金

窟
か
ら
東
山
に
移
っ
た
。

７
安
然
は
、
円
仁
の
旧
儀
を
尋
ね
て
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
に
江
の
島
に
来
る
。
そ
し
て
五
ヶ
月
の
修
法
の
末
、
弁
才
天
を
拝

す
る
。
次
い
で
「
安
然
和
尚
記
」
の
引
用
と
し
て
、
琵
琶
湖
の
竹
生
島
に
生
身
の
弁
才
天
が
住
ん
で
比
叡
山
に
繁
栄
を
も
た

ら
す
の
と
同
様
に
、
相
模
国
の
繁
栄
は
江
の
島
に
住
む
生
身
の
弁
才
天
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
「
安
然
秘
所
記
」

を
引
用
し
、
江
の
島
に
あ
る
数
々
の
岩
屋
や
池
、
奇
岩
を
挙
げ
る
。

８
延
暦
寺
の
皇
慶
は
江
の
島
の
神
威
を
顕
し
万
民
を
利
益
す
る
た
め
、
諸
神
の
跡
を
尋
ね
古
記
を
ひ
ら
い
て
、
永
承
二
年
（
一
〇
四

七
）
に
丹
波
の
池
上
房
で
こ
の
縁
起
を
著
し
た
と
す
る
。
以
後
、
縁
起
の
相
承
を
述
べ
る
。

９
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
、
旧
本
の
滅
裂
を
嘆
い
た
備
州
宮
内
の
鏡
麗
の
求
め
に
よ
り
、
「
福
州
路
遊
子
」
が
写
本
を
制
作

す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
は
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
、
清
鏡
院
乗
海
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
記
す
。

比
較
の
た
め
、
前
項
の
諸
本
Ａ
～
Ｆ
に
お
け
る
、
構
成
お
よ
び
話
の
配
列
を
表
に
し
て
示
し
た
（
表
Ⅰ
）
。
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二

研
究
史

「
江
島
縁
起
」
を
対
象
と
し
た
近
代
以
降
の
主
要
な
研
究
を
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
掲
げ
る
。

栄
西
伝

良
真
伝

８
皇
慶
伝

７
安
然
伝

６
円
仁
伝

５
空
海
伝

最
澄
伝

４
道
智
伝

３
泰
澄
伝

２
役
行
者
伝

１
悪
龍
教
化

①④③② Ａ

⑧⑦⑥⑤ ④③②①Ｂ

⑧ ⑦⑥⑤ ④③②①Ｃ

⑧ ⑦⑥⑤ ④③②①Ｄ

⑧ ⑦⑥⑤ ④③②①Ｅ

⑧⑦⑥⑤④②③①Ｆ

表Ⅰ 「江島縁起」諸本の内容と配列

※表は石塚勝「江島縁起形成の背景」

（藤沢市文書館『歴史をひもとく藤沢

の資料』三（片瀬地区）、藤沢市文書館、

2018・3）の表三「江島縁起諸本の所伝

と登場人物」をもとに、一部改めた。
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□
呉
文
炳
『
江
島
考
』、
書
物
展
望
社
、
一
九
四
一
・
一

江
の
島
に
つ
い
て
自
然
科
学
・
人
文
科
学
の
両
面
か
ら
概
説
す
る
。
『
吾
妻
鏡
』
等
に
見
え
る
記
録
と
、
周
辺
の
地
層
に
関
す

る
研
究
論
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
江
の
島
の
湧
出
や
、
片
瀬
海
岸
か
ら
江
の
島
に
渡
る
道
の
出
現
と
い
っ
た
伝
承
の
検
証
を
試

み
て
い
る
。
ま
た
「
江
島
縁
起
」
に
は
、
五
頭
龍
が
人
の
子
を
食
ら
う
の
で
、
人
々
が
恐
れ
て
逃
げ
去
っ
た
場
所
を
「
子
死

越
」（
＝
腰
越
）
と
す
る
な
ど
、
地
名
の
由
来
説
話
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
名
に
お
い
て
も
も
諸
資
料
の
表
記
を
比
較
し
、
成

立
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。

さ
ら
に
文
芸
・
芸
能
史
上
の
江
の
島
に
着
目
し
、
紀
行
文
学
に
お
け
る
江
の
島
の
記
事
や
、
宴
曲
『
江
島
景
』
・
謡
曲
『
江
島

童
子
』
に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
と
縁
起
や
記
録
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

「
江
島
縁
起
」
か
ら
は
、
八
岐
大
蛇
の
神
話
と
類
型
を
同
じ
く
す
る
五
頭
龍
の
出
現
が
「
日
本
民
族
精
神
の
復
興
」
を
意
味

す
る
点
、
十
二
神
将
へ
の
信
仰
や
、
空
海
を
尊
重
す
る
点
、
観
音
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
本
地
が
釈
迦
と
さ
れ
る
点
、
神
の
名

が
多
く
記
さ
れ
る
点
な
ど
か
ら
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
特
徴
が
窺
え
る
と
す
る
。
さ
ら
に
文
章
の
平
易
さ
、
生
々
し
さ
を
挙
げ
、
縁

起
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
以
降
、
お
そ
ら
く
は
室
町
時
代
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

□
是
沢
恭
三
「
江
島
弁
財
天
信
仰
史
」
（
前
編
）
『
東
京
史
談
』
二
十
二
巻
第
四
号
、
一
九
五
四
・
一
二
、
（
後
編
）
同
二
十
三
巻

第
一
号
、
一
九
五
五
・
四
→
復
刊
『
江
島
弁
財
天
信
仰
史
』、
江
島
神
社
社
務
所
、
二
〇
一
九
・
五
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初
め
に
縁
起
の
諸
本
を
紹
介
し
、
次
い
で
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
・
江
戸
時
代
の
江
の
島
弁
才
天
信
仰
史
を
論
じ
た
後
、
信

仰
の
性
格
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
を
概
説
す
る
。
付
録
と
し
て
、
本
編
で
触
れ
た
歴
史
上
の
事
蹟
を
ま
と
め
た
信
仰

史
年
表
が
あ
る
。

諸
本
に
つ
い
て
そ
の
内
容
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
写
本
年
代
が
整
理
さ
れ
、
戦
後
の
本
格
的
な
研
究
の
基
礎
と

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
Ｂ
を
「
江
島
縁
起
の
最
初
の
も
の
の
面
影
を
伝
う
る
も
の
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
」
と

位
置
付
け
、
他
の
「
江
島
縁
起
」
や
宴
曲
・
謡
曲
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
真
名
本
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
る
。
元
亨

三
年
（
一
三
二
三
）
の
奥
書
を
持
つ
Ａ
の
存
在
は
、
真
名
本
の
「
江
島
縁
起
」
が
鎌
倉
時
代
末
に
は
存
在
し
た
こ
と
の
証
と
す

る
。
縁
起
各
段
の
内
容
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
が
、
空
海
と
江
の
島
の
関
係
に
関
し
て
、
空
海
が
江
の
島
に
お
い
て
護
摩
を

修
し
た
灰
で
作
っ
た
と
称
す
る
弁
才
天
像
が
各
地
に
伝
わ
る
こ
と
に
触
れ
、
二
十
七
例
の
所
在
と
由
緒
を
挙
げ
た
上
で
、
江
島
弁
才

天
が
空
海
と
結
び
付
い
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。
縁
起
か
ら
窺
え
る
信
仰
に
つ
い
て
は
、
江
の
島
弁
才
天
の
独
自

性
が
表
れ
る
前
の
、「
専
ら
国
家
擁
護
を
主
と
し
た
奈
良
、
平
安
の
仏
教
の
通
性
を
反
映
」
し
た
一
般
的
な
弁
才
天
信
仰
だ
と
す
る
。

『
東
京
史
談
』
に
分
割
掲
載
さ
れ
た
前
・
後
編
と
、
同
著
者
の
「
相
模
国
江
島
三
坊
の
消
長
」
（
『
国
史
学
』
第
六
十
三
号
、

一
九
五
四
・
一
〇
）
を
合
わ
せ
た
も
の
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
前
後
に
江
島
神
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

（

）
23

底
本
と
し
て
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
、
江
島
神
社
蔵
の
八
臂
弁
才
天
坐
像
が
重
要
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
年
表

に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
以
降
の
事
跡
を
追
加
し
た
上
で
復
刊
さ
れ
た
。
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□
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史
』
、
藤
沢
市
、
一
九
七
〇
・
一
〇
～
一
九
八
一
・
一
〇

全
七
冊
と
年
表
一
冊
か
ら
な
る
。
第
四
巻
（
通
史
編

考
古
編
・
古
代
編
・
中
世
編
）
で
は
「
江
の
島
と
片
瀬
」
と
し
て
、

武
士
に
よ
る
江
の
島
信
仰
、
及
び
江
の
島
の
管
理
・
支
配
体
制
を
中
心
に
論
じ
る
。
江
島
明
神
へ
の
信
仰
が
周
辺
の
漁
業
民
に

よ
っ
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
弁
才
天
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
源
頼
朝
以
降
で
あ

る
と
し
、
『
吾
妻
鏡
』
を
始
め
と
す
る
書
物
か
ら
江
の
島
に
関
す
る
記
録
を
挙
げ
て
い
く
。
そ
れ
を
も
と
に
、
弁
才
天
信
仰
は
将
軍

を
始
め
武
士
た
ち
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
並
行
し
て
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
供
僧
が
江
島
別
当
を
兼
務
す
る
体
制
が
成
立
し
て
い
っ

た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
小
田
原
北
条
氏
の
時
代
に
な
る
と
、
鶴
岡
の
供
僧
に
代
わ
っ
て
江
の
島
の
坊
住
が
台
頭
し
て
く
る
こ
と
を
、

古
文
書
に
よ
っ
て
指
摘
す
る
。

第
五
巻
（
通
史
編

近
世
編
）
「
社
寺
信
仰
と
文
芸
の
交
流
」
で
は
、
岩
本
坊
・
上
之
坊
・
下
之
坊
と
い
う
江
の
島
三
箇
坊
の

中
で
岩
本
坊
が
支
配
権
を
確
立
し
て
い
く
姿
と
、
人
々
に
よ
る
江
の
島
参
り
の
様
子
を
概
説
す
る
。
江
の
島
弁
才
天
像
は
、
江

の
島
で
、
時
に
江
戸
深
川
の
永
代
寺
で
開
帳
さ
れ
、
寺
院
経
営
の
有
力
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
。

第
七
巻
（
文
化
遺
産
編
・
民
俗
編
）
で
は
、
「
江
島
縁
起
」
諸
本
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
縁
起
諸
本
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
触

れ
た
よ
う
に
『
藤
沢
市
史
資
料
』
の
第
二
十
集
・
第
三
十
六
集
に
翻
刻
が
あ
る
。

□
服
部
清
道
「
『
江
島
縁
起
』
考
」
、
『
横
浜
商
大
論
集
』
一
〇
号
、
一
九
七
七
・
二

Ａ
と
Ｂ
を
翻
刻
し
、
並
べ
て
比
較
す
る
。
Ａ
・
Ｂ
に
関
し
て
「
原
本
は
必
ず
し
も
同
一
本
で
あ
っ
た
と
は
云
わ
れ
な
い
と
し
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て
も
、
同
一
系
統
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
誤
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
判
じ
、
Ｂ
は
「
内
容
に
お
い
て
は
完
全
」
と
判
断
す

る
。
乱
丁
・
落
丁
の
著
し
い
Ａ
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
と
比
較
す
る
こ
と
で
復
元
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
の
資
料
に
お
け
る

記
述
を
も
と
に
、
成
立
と
流
布
の
状
況
を
考
察
す
る
。
真
名
本
縁
起
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
Ｂ
の
永
承
二
年
（
一
〇
四

七
）
皇
慶
作
と
い
う
記
述
に
は
疑
問
を
呈
す
る
。
し
か
し
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
る
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
の
勧
請
が
縁
起

に
記
さ
れ
な
い
こ
と
、
「
江
島
縁
起
」
の
道
智
伝
と
同
じ
よ
う
な
伝
説
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
頃
成
立
の
『
海
道
記
』
に
記

さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
既
に
一
般
に
口
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
永
承
（
一
〇
四
六
～
一
〇
五
三
）
以
後
、
貞
応

（
一
二
二
二
～
一
二
二
四
）
以
前
の
成
立
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
す
る
。

他
に
重
要
な
指
摘
と
し
て
、
近
世
以
来
「
江
島
縁
起
」
が
引
用
さ
れ
た
例
の
多
く
は
、
真
名
本
で
は
な
く
Ｃ
を
始
め
と
す
る

仮
名
本
に
拠
る
こ
と
を
述
べ
る
。
真
名
本
が
参
照
さ
れ
た
例
に
は
、
先
述
し
た
『
日
蓮
上
人
註
画
讃
』
及
び
『
新
編
相
模
国
風

土
記
稿
』
が
あ
る
が
、
後
者
は
前
者
の
引
用
と
考
え
ら
れ
、
真
名
本
を
実
見
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
は
真
名
本
が
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

□
真
保
亨
「
江
島
縁
起
絵
巻
」
、
『
三
浦
古
文
化
』
三
二
号
、
一
九
八
二
・
一
一

Ｃ
の
画
像
と
内
容
を
紹
介
し
、
各
巻
の
構
成
を
整
理
す
る
。
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
社
殿
新
造
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

詞
書
に
関
し
て
い
え
ば
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
鎌
倉
時
代
前
期
に
原
本
が
成
立
し
、
転
写
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
画
風

に
つ
い
て
は
、
波
の
表
現
に
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
の
特
徴
を
指
摘
し
、
山
水
の
描
き
方
に
水
墨
画
の
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
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る
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
画
中
の
仏
像
に
注
目
し
、
画
家
が
仏
画
の
制
作
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
る
。
総
合
的
に
み
て
、

制
作
年
代
の
推
定
は
容
易
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
成
立
年
代
は
室
町
時
代
前
半
を
下
ら
な
い
と
し
、
制
作
さ
れ
た
場
所
は
中
央

で
な
く
地
方
、
中
で
も
江
の
島
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
鎌
倉
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

□
松
本
公
一
「
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
所
引
「
江
島
縁
起
」
に
つ
い
て
」、『
国
書
逸
文
研
究
』
二
二
号
、
一
九
八
九
・
一
〇

「
江
島
縁
起
」
諸
本
の
概
要
・
系
統
を
簡
単
に
整
理
し
た
後
、
Ｆ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
道
智
の
話
の
舞
台
が
、
Ｆ
の
み
龍

窟
で
は
な
く
「
新
田
四
郎
人
穴
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
富
士
浅
間
信
仰
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
漢
文
体
で
は

あ
る
が
、
江
の
島
を
訪
れ
た
僧
た
ち
の
略
伝
を
省
略
す
る
な
ど
簡
潔
な
記
述
か
ら
は
、
真
名
本
よ
り
も
仮
名
本
に
や
や
近
い
と

述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
Ｆ
を
「
江
島
縁
起
」
の
異
本
と
位
置
付
け
る
。

□
福
島
金
治
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
成
立
と
鎌
倉
生
源
寺
・
江
ノ
島
」、
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
都
市
・
近
郊
の
信
仰
と
遊
山
・
観

光
―
交
流
と
変
容
』
雄
山
閣
、
一
九
九
九
・
一
〇

『
江
島
縁
起
』
の
Ｂ
と
他
本
を
比
較
し
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
縁
起
の
成
立
年
代
・
成
立
背
景
を
考
察
し
て
い
る
。
Ｂ
の

相
承
系
譜
に
見
え
る
人
名
の
う
ち
明
禅
・
忠
舜
・
隆
真
の
三
名
に
つ
い
て
、
天
台
宗
の
書
物
に
名
前
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

三
名
が
比
叡
山
に
実
在
し
た
僧
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
縁
起
中
の
地
理
認
識
を
実
際
の
鎌
倉
・
江
の
島

周
辺
と
対
照
し
、
鎌
倉
北
部
を
流
れ
る
暴
れ
川
で
あ
っ
た
柏
尾
川
の
氾
濫
を
五
頭
龍
の
暴
虐
に
重
ね
る
。
Ｂ
の
内
容
に
は
鎌
倉
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期
以
降
の
要
素
が
見
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
成
立
を
十
一
世
紀
中
期
と
み
る
。

□
鳥
谷
武
史
「
中
世
に
お
け
る
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
研
究
―
叡
山
と
「
江
島
縁
起
」
―
」（
博
士
論
文
）、
金
沢
大
学
、
二
〇
一
七
・

三
（
金
沢
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リh

ttp://h
dl.h

a
n
dle.n

et/2297/48130

）

前
半
で
は
宇
賀
弁
才
天
の
造
像
例
を
数
多
く
挙
げ
、
そ
の
姿
や
持
物
等
を
比
較
す
る
。
ま
た
天
川
弁
才
天
信
仰
に
見
ら
れ
る

十
臂
弁
才
天
像
を
取
り
上
げ
、
図
像
の
形
成
過
程
や
修
法
と
の
関
連
を
解
明
す
る
。
後
半
で
は
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
視
点
か

ら
「
江
島
縁
起
」
の
内
容
を
分
析
す
る
。

走
湯
山
周
辺
の
伝
承
と
の
比
較
に
よ
り
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
は
二
段
階
あ
る
い
は
三
段
階
の
過
程
で
成
立
し
た
と
推
定

す
る
。
江
の
島
の
成
立
お
よ
び
五
頭
龍
の
教
化
を
語
る
部
分
は
、
走
湯
山
を
拠
点
と
す
る
修
験
者
た
ち
に
よ
り
作
ら
れ
、
そ
の
成
立

は
平
安
時
代
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
役
行
者
か
ら
安
然
ま
で
の
来
島
記
事
は
、
十
三
世
紀
前
半
に
安
居
院
の
流
れ
を
汲

む
修
験
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、「
安
然
秘
所
記
」
の
部
分
は
、
そ
れ
よ
り
も
後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
道
智
・

安
然
・
良
真
の
来
島
記
事
は
、
土
着
的
な
伝
承
が
縁
起
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
仮
名
本
系
統
（
Ｃ
・
Ｄ
・

Ｅ
）
に
の
み
見
え
る
良
真
の
下
宮
遷
宮
譚
に
つ
い
て
、
『
仏
牙
舎
利
起
』
及
び
『
智
覚
普
明
国
師
語
録
』
に
説
か
れ
る
仏
牙
舎
利

請
来
譚
の
発
展
過
程
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し
、
仮
名
本
の
成
立
年
代
を
一
四
世
紀
以
降
、
室
町
時
代
と
推
測
す
る
。

そ
の
他
特
筆
す
べ
き
指
摘
と
し
て
は
、
「
江
島
縁
起
」
冒
頭
で
語
ら
れ
る
島
の
生
成
に
つ
い
て
、
『
三
宅
記
』
と
同
様
に
、
海

底
噴
火
と
い
う
現
象
が
下
敷
き
と
な
っ
た
伝
承
だ
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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□
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
形
成
の
背
景
」
、
同
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）
」
藤
沢
市
文
書
館
『
歴
史
を
ひ
も
と
く
藤
沢
の
資

料
』
三
（
片
瀬
地
区
）、
藤
沢
市
文
書
館
、
二
〇
一
八
・
三

「
江
島
縁
起
形
成
の
背
景
」
で
は
「
江
島
縁
起
」
の
概
要
を
紹
介
し
、
各
段
の
内
容
が
成
立
し
た
背
景
と
、
真
名
本
・
仮
名

本
の
成
立
時
期
に
関
し
て
先
行
研
究
の
説
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
付
録
の
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）」
の
う
ち
、
解
題
で

は
縁
起
諸
本
の
詳
細
な
書
誌
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年
代
に
関
し
て
先
行
研
究
に
お
け
る
説
を
ま
と
め
る
。
刊
行
時
点
ま
で
の

「
江
島
縁
起
」
を
対
象
と
し
た
研
究
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
網
羅
し
て
お
り
、
今
後
の
「
江
島
縁
起
」
研
究
に
お
け
る
重
要
な
基
礎
資

料
と
い
え
る
。
釈
文
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
及
び
近
世
の
版
本
『
江
之
嶋
大
縁
起
略
記
宋
朝
伝
来
古
碑
略
図
』
一
冊

の
翻
刻
が
あ
る
。
『
江
之
嶋
大
縁
起
略
記
宋
朝
伝
来
古
碑
略
図
』
は
始
め
に
「
江
の
島
下
の
宮
縁
起
五
巻
の
略
記
」
と
し
て
、
江

の
島
の
出
現
・
円
仁
の
来
島
・
良
真
に
よ
る
下
宮
創
建
を
記
す
。
さ
ら
に
『
太
平
記
』
に
あ
る
北
条
時
政
の
参
籠
説
話
、
杉
山
検

校
の
伝
が
あ
り
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
下
宮
社
領
を
認
め
る
朱
印
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
末
尾
に
「
宋
朝
伝
来
古
碑

略
図
」
と
し
て
、「
大
日
本
国
江
島
霊
跡
建
寺
之
記
」
の
題
字
を
載
せ
る
。
な
お
、
下
宮
の
五
巻
縁
起
は
現
存
し
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
「
江
島
縁
起
」
の
諸
本
と
現
在
ま
で
の
研
究
史
を
紹
介
し
た
。
諸
本
の
翻
刻
・
紹
介
や
、
系
統
分
析
は
早
く
か
ら
行
わ
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れ
て
い
る
。
縁
起
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
先
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
論
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
真
名
本
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た

時
期
は
お
よ
そ
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
絞
り
込
み
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
縁
起
に
表
れ
た
思

想
・
信
仰
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
制
作
さ
れ
た
環
境
の
解
明
に
近
づ
い
て
き
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
年
代
の
具
体
的
な
特
定
に
も
だ
ん

だ
ん
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
年
で
は
、
鳥
谷
武
史
が
、「
江
島
縁
起
」
に
見
え
る
宇
賀
弁
才
天
信
仰
を
論
じ
こ

れ
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
踏
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
縁
起
の
内
容
自
体
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
重
要

な
研
究
で
あ
る
。
縁
起
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
も
二
段
階
あ
る
い
は
三
段
階
と
す
る
仮
説
を
示
し
、
各
段
階
に
お
い
て
走
湯
山

周
辺
の
修
験
者
お
よ
び
安
居
院
と
繋
が
る
修
験
者
の
関
与
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

し
か
し
現
在
ま
で
、
縁
起
の
文
章
表
現
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
研
究
は
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
え
な
い
。
今
後
、
本
文
に

（

）
24

用
い
ら
れ
た
語
句
や
そ
の
典
拠
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
縁
起
の
撰
述
者
た
ち
の
置
か
れ
た
環
境
や
意
識
を
解
明
で
き
る
と
思
わ

れ
、
私
も
そ
の
一
端
を
担
い
た
い
。

注

（

）
江
の
島
に
は
、
江
島
神
社
と
そ
の
境
内
社
以
外
に
も
、
明
治
期
の
軍
人
で
あ
る
児
玉
源
太
郎
を
祀
る
児
玉
神
社
や
、
大

1

崎
稲
荷
神
社
な
ど
が
あ
る
。

（

）
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
吾
妻
鏡
』
前
編
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
二
）
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
・
八
。

2
（

）
伊
藤
一
美
『
江
の
島
、
神
の
島
か
ら
人
の
島
へ
』
（
藤
沢
市
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
〇
）、
藤
沢
市
文
書
館
、
二
〇
一
九
・
三
。

3
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（

）
貫
達
人
・
三
浦
勝
男
編
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
諸
職
次
第
』
（
鶴
岡
叢
書
第
四
輯
）
、
鶴
岡
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
九
一
・
一

4

一
。

（

）
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史
』
第
四
巻
（
通
史
編
）
、
藤
沢
市
役
所
、
一
九
七
二
・
三
。

5
（

）
岩
本
院
の
勢
力
拡
大
に
つ
い
て
は
、
圭
室
文
雄
に
よ
る
岩
本
院
文
書
を
用
い
た
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
圭
室
文
雄
「
岩

6

本
院
に
お
け
る
末
寺
支
配
の
過
程
」
（
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
四
十
八
号
、
一
九
六
九
・
三
→
村
上
直
編
『
近
世
神

奈
川
の
研
究
』
、
地
方
史
研
究
叢
書
三
、
名
著
出
版
、
一
九
七
五
・
一
）
、
同
「
江
の
島
岩
本
院
に
お
け
る
本
末
制
度
の

確
立
」（『
藤
沢
市
史
研
究
』
第
一
号
、
一
九
七
〇
・
一
〇
）、
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史
』
第
五
巻
（
通
史

編
）、
藤
沢
市
役
所
、
一
九
七
四
・
一
〇
な
ど
参
照
。
な
お
、
岩
本
院
文
書
の
う
ち
中
世
の
も
の
は
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会

編
『
藤
沢
市
史
』
第
一
巻
（
資
料
編
）、
藤
沢
市
役
所
、
一
九
七
〇
・
一
〇
に
、
近
世
の
も
の
は
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
資
料

編
）
藤
沢
市
役
所
、
一
九
七
三
・
三
に
翻
刻
が
あ
る
。
近
世
の
も
の
は
『
江
の
島
岩
本
院
の
近
世
古
文
書
』
藤
沢
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
博
物
館
準
備
担
当
、
二
〇
〇
三
・
三
に
改
め
て
ま
と
め
ら
れ
、
解
説
が
加
え
ら
れ
た
。

（

）
「
仁
和
寺
末
寺
召
加
之
事
」
（
岩
本
亮
一
郎
氏
所
蔵
文
書
）、『
藤
沢
市
史
』
第
一
巻
（
資
料
編
）。

7
（

）
田
中
亜
美
「
弁
才
天
の
悪
龍
教
化
と
龍
口
明
神
―
江
島
縁
起
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』

8

三
十
八
号
、
二
〇
二
一
・
三
）
。

（

）
石
塚
勝
「
江
島
縁
起
（
解
題
と
釈
文
）
」
、
藤
沢
市
文
書
館
編
『
歴
史
を
ひ
も
と
く
藤
沢
の
資
料
』
三
（
片
瀬
地
区
）
付

9

録
、
藤
沢
市
文
書
館
、
二
〇
一
八
・
三
。
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（

）
是
沢
恭
三
『
江
島
弁
財
天
の
信
仰
史
』
、
東
京
史
談
会
、
一
九
五
四
・
一
二
（
前
編
）
、
一
九
五
五
・
四
（
後
編
）
→
復

10

刊
『
江
島
弁
財
天
信
仰
史
』
、
江
島
神
社
社
務
所
、
二
〇
一
九
・
五
。

（

）
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
『
弁
財
天
：
そ
の
姿
と
利
益
』、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
・
三
。

11
（

）
服
部
清
道
「
『
江
島
縁
起
』
考
」
、
『
横
浜
商
大
論
集
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
七
・
二
。
根
拠
と
し
て
服
部
は
、
Ｃ
と
料
紙

12

の
質
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

（

）
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
第
四
輯
（
鎌
倉
郡
）
（
大
日
本
地
誌
大
系
第
四
十
巻
）
雄
山
閣
、
一
九
三
二
・
八
。

13
（

）
『
新
編
鎌
倉
志
・
鎌
倉
攬
勝
考
』
（
大
日
本
地
誌
大
系
第
十
九
巻
）
、
雄
山
閣
、
一
九
二
九
・
八
。

14
（

）
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史
』
第
七
巻
（
文
化
遺
産
編
・
民
俗
編
）
、
藤
沢
市
役
所
、
一
九
八
〇
・
一
〇
、

15

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
・
鎌
倉
国
宝
館
編
『
鎌
倉
の
絵
巻
Ⅱ
（
室
町
時
代
）』（
鎌
倉
国
宝
館
図
録
第
二
十
六
集
）、
鎌
倉
国
宝

館
、
一
九
八
七
・
九
は
室
町
時
代
後
半
と
し
、
楢
崎
宗
重
「
江
島
弁
才
天
像
及
び
江
島
弁
才
天
絵
巻
に
就
て
」
は
天
文
年
間

ご
ろ
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。
真
保
亨
「
江
島
縁
起
絵
巻
」（『
三
浦
古
文
化
』
第
三
十
二
号
、
一
九
八
二
・
一
一
）
は
室
町

時
代
前
半
と
す
る
。

（

）
原
文
「
大
唐
」。

16
（

）
か
つ
て
の
下
宮
で
あ
る
現
在
の
辺
津
宮
境
内
に
は
「
大
日
本
国
江
島
霊
跡
建
寺
之
記
」
と
題
す
る
石
碑
が
あ
り
、
慶
仁

17

が
良
真
に
授
け
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
摩
滅
の
た
め
本
文
は
判
読
不
能
で
あ
る
。

（

）
小
林
健
二
「
芸
能
圏
の
お
伽
草
子
―
観
世
長
俊
作
《
江
野
島
》
と
『
江
島
縁
起
絵
巻
』
―
」、『
国
文
学
：
解
釈
と
教
材
の

18
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研
究
』
三
十
九
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
・
一
。

（

）
山
本
ひ
ろ
子
『
異
神
：
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
・
三
→
『
異
神
：
中
世
日
本
の
秘
教
的
世

19

界
』
下
（
ち
く
ま
文
庫
）
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
・
七
。

（

）
Ｃ
で
は
「
武
蔵
・
相
模
の
境
」。

20
（

）
深
沢
と
い
う
湖
が
実
在
し
た
記
録
は
確
認
で
き
な
い
が
、
呉
文
炳
『
江
島
考
』
は
『
吾
妻
鏡
』
で
鎌
倉
大
仏
が
造
ら
れ

21

た
所
を
深
沢
と
呼
ぶ
こ
と
、
「
江
島
縁
起
」
で
深
沢
を
南
海
の
入
江
と
記
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
帯
ま
で
が
入
江
で
あ
っ

た
か
、
も
し
く
は
湖
が
存
在
し
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。

（

）
龍
口
明
神
を
指
す
。
Ｆ
で
は
「
龍
口
山
ノ

大
明
神
」。

22
（

）
復
刊
版
の
編
集
後
記
に
よ
る
。
合
冊
版
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
室
・
上
智
大
学
図
書
館
・
学
習
院
大
学
図
書
館

23

に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
が
、
発
行
年
月
は
未
詳
。

（

）
福
島
金
治
は
仮
名
本
に
の
み
見
え
る
表
現
に
注
目
し
、
江
の
島
信
仰
が
国
家
鎮
護
を
願
う
も
の
か
ら
民
衆
の
利
益
を
願

24

う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
仮
名
本
の
表
現
に
現
れ
て
い
る
と
論
じ
る
（
前
掲
注

参
照
）
。

3




